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専門部会の社外専門委員（平成16年6月）�
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5月18日、当社東桜会館において、電力技術研究会
第12回顧問会および第41回委員会が開催されました。
冒頭、清水会長より、「中部地区は、万博、中部国際
空港と国家プロジェクトが目白押しです。景気につい
ては、電気を売る立場からみると、売り上げが伸びて
いるわけでなく、必ずしも持ち直しているとは思えま
せん。また、電力自由化は、平成17年4月からはすべ
ての高圧のお客さまに拡大される予定で、今までより
も厳しい競争となることは確実です。
このような状況で、当社においては、設備形成、運
用の両面でより効率的な運営が必要とされ、従前にも
増して技術開発で成果を出していかなければならない
と考えております。本研究会も、活発にしていかなく
てはと考えております。」との挨拶がありました。

電力技術研究会　第12回顧問会・第41回委員会開かれる
委員会では、新任の顧問・委員の紹介、「情報制御

通信専門部会」を「IT専門部会」とする名称変更、お
よび各専門部会の15年度活動結果と16年度活動方針
などが報告されました。16年度の活動方針を見ると、
厳しい競争時代への対応に向け、引き続き電力施設の
寿命延伸などの保全技術に関するテーマが目立ってお
ります。各委員からは活発な発言がなされ、有益なも
のとなりました。
午後からは18名の参加により、岡崎市の大学共同

利用機関法人 自然科学研究機構を訪問し、生物進化の
講義や光のスペクトル照射装置（世界最大最高のも
の）など見学しました。第1線の研究者のお話を聞き、
いい刺激を受けると共に、視野拡大が図れました。

見学会の様子（大学共同利用機関法人 自然科学研究機構）会議の様子


